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「いいえ 本気よ ご 

「へえ ー ご 

だが その 時、 私 は 俄に 元 気づいて、 勢よ く はね 起き 

たのだった。 そして 水 を じゃあじゃあ 頭に 浴せ ると、 

愉快な 晴々 とした 気持に な つ た。 

「おい、 これから 時々 間違えて、 二人で 隣り へ 押し か 

けて ゆこう じ やない かご 

「何 を 仰 言る のよ、 すぐ 図に のって。」 

「それから、 隣り で その 外に何か 云って はしなかった 

ゝ、 o 一 

力 V 」 

「いいえ 別に …… ご そして 彼女 は 一 寸 考える 風 をした 



一 々注意して 見た ことがある。 所が どれ もこれ も 皆 

違って るね。 見違える ほど 互によ く 似た 顔と いう もの 

は、 一 つ だって あり はしない。 勿論 兄弟 だの 二子 だの 

に は、 随分よ く 似た 顔 も あるだろう が、 それ だって、 

見違える ほどの もの は少 いだろう じ やない か。 

「所が 僕に は 前に 云った ような ことが 度々 起 るんだ。 

そして それ はいつ も、 僕の 心が 愉快に のんびり してる 

時の ことなんだ。 君、 人間 は 心が 愉快に はずんで る 時 

は、 何もかも ご つち やにしたがる ものだろう かしら。 

それとも そういう 気持 は 僕 一 人き りなの かしら。 

「或 日の ことだった。 僕 は 或る 友人 —— かりに B とし 



てお こう —— その B の 家へ 行こうと 思つ て、 電車の 停 

留 場まで 歩いて いった。 その 時 僕 は、 快活の 発作 …… 

と 云つ ちゃ 変 だが、 兎に角 非常に 楽しい 気分に なって 

いた。 西洋人の 子供 かの ように、 軽く 足 を 踊らして 人 

道の 縁石の 上 を 歩いて いた。 すると 向う に、 一人の 知 

人 —— かりに N としてお こう —— その N が 立 つてい る 

んだ。 僕 はっかつ かと 歩み寄って、 軽く 会釈した もの 

だ。 向う でも 会釈 を 返した。 そして 僕達 はこうい う 会 

話 をした。 —— 『何処へ おいでで すか。』 —— 『 一 寸神 

田の 方まで。』 —— 『そうです か。 …… 僕の 家 はすぐ こ 

の 向う ですから、 おついでの 時にはお 寄りに なり ませ 



ん か。』 —— 『ええ、 有難う、 そのうちに 是非。』 —— 

そこへ 電車が 来た。 N は それに 乗った。 僕 は 反対の 方 

へ 行く のだった。 『では 失礼、』 そう 云って 別れた。 

「それから 三十 分 許りの 後、 僕 は B の 家へ 行った。 驚 

いた ことに は N が 来 合して いた。 僕 は 変な 気がして 尋 

ねて みた、 『あなた は 先刻、 神 田の 方へ 行く と 云つ たん 

じ やな いんです か。』 すると N は腑に 落ちない 顔 付 を 

した。 よく 聞いて みると、 彼 はもう 二 時間の 余 も B の 

家で 話し込んで いたんだ そうだ。 

「僕の 話 を 開いて、 B も N も 笑い出して しまった。 そ 

して 結局、 僕が 人違い をした の だとい うこと になった。 



してみ ると、 僕が 前に 停留 場 で 言葉 を 交わし た 男 —— 

それ を かりに NN とすれば —— そ の N N も 随分 気楽な 

奴に 違いない。 

「所が 僕に は、 N と NN との 区別が どうも はっきりし 

な いんだ。 二人の 顔 は どっか 違って るよう でも あれば、 

また 同じよう でも あるし、 何だか ぼんやり とこん ぐら 

か つ てし まった。 

「種々 の 記憶 を迪 つてみ ると —— 僕 は 日常の ことにつ 

いて は 非常に 記憶の 悪い 方 だが —— N と は 五六 度 逢つ 

たこと を 思い出した。 電車の 中で 一 度、 展覧会で 一 度、 

往来で 二度ば かり、 帝劇の 廊下で 一度、 それから …… 



友人の 所で 初めて 紹介され た 時 や、 其 後 友人の 家で 出 

逢った のな ど は、 勿論 計算に 入れない として …… まあ 

其 他に もあった よう だ。 そしてよ く 考えて 見る と、 一 

寸 挨拶 をした きりの 対面で あつたが、 それが 果して N 

であった かまた は NN であった か、 はっき リ 区別が つ 

かなくな つた。 で 僕 は それ を 一 々N に 問いた だしてみ 

た。 すると、 展覧会で と 往来で 一度と は N の 記憶に も 

あつたが、 帝劇の 廊下 や 電車の 中の こと は、 N に は 思 

い 出せない らしかった。 そして 要するに、 何だか 訳が 

分らない ことにな つてし まった。 

「それから 数日後の ことだった。 僕 は 銀座 通りで 偶然 



N に 出逢った。 挨拶 をして おいて、 僕 は 真 先に 尋ねて 

みた。 『あなた は N 君です ね。』 向う では 笑いながら 答 

えた。 『本当の N です よ。 名前 を 聞か なきや 分らない 

ようで は 困ります ね。』 それで 僕 は 初めて 安心した も 

の だ。 

「実際 君、 名前 を 聞いて 初めて その 人 だと 安心す るよ 

うで は 困る こと だ。 然し N に対して は、 僕 は 妙に 怖 気 

がつ いてし まった。 同じような 顔 付が、 頭の 中で 二つ 

になったり 一 つに なつたり した。 

「其 後、 或る 薄暗い 雨の 日だった。 僕 は 込み合った 電 

車の 吊 革に ぶら 下って、 この 電車が ひっくり返ったら 



…… などと 呑気な こと を 考えて いると、 すぐ 向う に N 

が 立って いた。 はっと 気付いて 声をかけよう とすると 

向う から 先 を 越されて 会釈 をされ た。 その 瞬間 だ、 僕 

に は それが NN に違いないと 思われた。 どうも N では 

ない。 で 僕 は NN によく 話 をして みて、 今迄 互に 何 か 

思 違い をして いた ことに、 きっぱり 解決 をつ けようと 

考えた。 そして 歩み寄って 行く と、 向う からこう 云わ 

れた。 『僕 はこ こで 失礼し ます。 僕の 下宿 はこの 向う 

の 〇〇 館です から、 どうかち と …… 。』 そして 彼 は 電車 

を 降りて いった。 僕 は 全く 茫然と してし まった。 いつ 

かちら と 聞いた こと を 思い合せ ると、 其の 下宿 は 君、 



やはり N の 下宿なん だから ご 

卓子の 上に 両肱 をのせ、 少し 前屈みに なって、 じつ 

と 一 つ 所 を 見つめて る 彼の 眼 付 —— 妙に ぎらぎら 光る 

ものと、 沈んだ 沈鬱な ものと が、 交る 代る 浮んで くる 

彼の 眼 付 を、 私 は ぼんやり 見守りながら、 話が 途切れ 

て も 一寸 は 気付かなかった。 暫くして 私 は 漸く 促した。 

「それから、 どうした？」 

「どうつ て、 それつ きりさ、 まだ 未解決の ままなん だ ご 

「未解決 だって、 それじゃ 困る ね ご 

「ああ 困る よご 

それから 私達 は 思い出し たように、 冷えき つてい る 
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